




要約:過去 20年間にわたって実施されてきた新生児マス・スクリーニングにより発見され

た高ガラクトース血症について追跡調査の資料を検討し、スクリーニングの際のカットオ

フ値が適切であるか否かについて調査した。ガラクトースに関しては新生児マス・スクリ

ーニング開始当初に 8mg/dl のカットオフ値が設定されているが、冶療の必要なガラクト

ース血症Ⅰ型、Ⅱ型断については適切な値と思われた. それ以外の高ガラクトース血症と

して様々な疾患がスクリーニングで陽性となっているが、スクリーニング初回のガラクト

ース値はいずれも 8mg/dl 以下を示す場合が多かった.


